
 

 

 

 

 

馬には乗ってみよ、人には添うてみよ 

今年は午年です。 

日本には「馬には乗ってみよ、人には添うて

みよ」ということわざがあります。実際に馬に乗

ってみなければ、その良さも難しさも分からな

いように、人もまた、関わってみて初めて分か

り合える、という意味です。 

中学校生活は、まさにそうした「体験の場」で

す。思春期という多感な時期にある生徒たちは、

友達との関係に悩み、自分の居場所を探しな

がら日々を過ごしています。相手の言葉に傷つ

いたり、自分の思いがうまく伝えられずにもど

かしさを感じたりする経験を重ねる中で、生徒

たちは少しずつ他者の存在に気付き、自分自

身の心の動きにも目を向けるようになっていき

ます。 

学校生活の中で出会う人間関係は、必ずし

もすべてが心地よいものではありません。意見

の違いに戸惑うこともあれば、衝突を経験する

こともあります。それでも、人との関わりから逃

げずに向き合い続けることは、将来社会で生き

ていく上で欠かせない力となります。学校は、

そのための「練習の場」であり、失敗しながら学

ぶことが許される場所でありたいと考えていま

す。 

本校の学校教育目標は、「豊かな心でしなや

かに明日の世界をひらく生徒」です。 

「豊かな心」とは、他者を思いやる優しさだけ

でなく、自分とは異なる考えや価値観を受け止

めようとする心です。また、自分の感情を大切

にしながら、それを適切に表現しようとする力

も、豊かな心の一つです。人との関わりの中で 

 

揺れ動く心を経験するからこそ、この力は育っ

ていきます。 

そして「しなやかに」という言葉には、困難に

直面しても簡単には折れず、柔軟に考え、再び

前を向こうとする強さが込められています。う

まくいかなかった経験を次につなげる力こそが、

これからの時代を生きる子どもたちに求められ

ています。しなやかさとは、変化の激しい社会

を生き抜くための大切な力です。 

馬は、人との信頼関係が築かれてこそ、本来

の力を発揮すると言われます。同じように、生

徒たちも、安心して自分を出せる人間関係の

中でこそ、挑戦する勇気を持つことができます。

学校は、挑戦してもよい場所、失敗しても受け

止めてもらえる場所であり続けたいと考えてい

ます。 

午年の今年、本校では「きっとできる もっと

できる」を合い言葉に、「人との関わりを大切に

すること」を教育活動の柱として、日々の授業

や行事、学級・部活動の指導に取り組んでまい

ります。一人一人が人との出会いや経験を通し

て心を耕し、しなやかに自分の道を切り拓いて

いけるよう、教職員一同、力を尽くしてまいりま

す。 

新しい年の始まりにあたり、ご家庭と学校が

並んで手綱を取り、同じ方向を見つめながら、

生徒たちの成長を支えていければ幸いです。

それぞれの歩幅を大切にしつつ、明日の世界

へとつながる一年にしていきたいと考えていま

す。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

（文責）校長 渡邉 潤 
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C4thでもお伝えしましたが、小・中学校で実施している書き損じ葉書の 

回収を今年度も行います。昨今、年賀状を出すご家庭も減っていますので、 

可能な範囲でご協力いただければ幸いです。 

 書き損じ葉書は、静岡県ＰＴＡ連絡協議会（この協議会には、県下公立 

小中学校全ＰＴＡが加入しています。）で回収、現金化され、県内児童生徒 

の健全な育成を図ることを目的とするＰＴＡ活動に生かされます。職員室 

前に回収箱を設置しているので、登校した際に箱に入れるか、担任の先生 

に渡すようお子様にお伝えください。 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

書き損じはがき集めます ～1/16まで

 今年度も残すところあと３か月となりました。今日を除いた 

具体的な登校日数をあげると、私立高校の入試までは 1７日、 

公立高校の入試までは3６日、そして修了式・卒業式までは４９日の登校となります。級友と共

に過ごす時間もあっと言う間に過ぎていきます。1 日 1 日を大切にし、行事に学習に充実した

学校生活を送ってほしいと思います。 

さて、第５ステージのテーマは「開花・感謝」です。これまで学校生活を通して身に付けてき

た様々な力を糧に、それぞれ目標を達成するために一人ひとりが「開花」をするときです。そ

の「開花」は決して自分一人でなし得るものではありません。ご家庭や級友の支えがあってこ

そなし得ます。そんな支えに気付き、「感謝」の思いがあふれるようなステージとなるよう、生

徒と共に職員一同精進して参ります。 

第５ステージ(１月)の主な予定 

1/  8（木） １・２年学力調査、３年実力テスト 

1/  9（火） 中央委員会 

1/13（火） 専門委員会 

1/14（水） 避難訓練 

1/15（木） ３年面接指導 1年ジュニア防災士養成講座① 

 学校運営協議会 

1/16（金） ３年面接指導 読み聞かせ 

1/19（月） 生徒集会  

1/21（水） 校内研修日 1年２組は 14：30 下校  他学級は 13：20 下校 

1/22（木） １年ジュニア防災士養成講座②  現・新ＰＴＡ本部役員会 

1/28（水） １年薬学講座 
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